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水素エネルギー

　

三
菱
化
工
機
（
髙
木
紀
一
社

長
）
は
、
神
戸
工
業
試
験
場
（
鶴

井
昌
徹
社
長
）
や
那
須
電
機
鉄
工

（
鈴
木
智
晴
社
長
）
な
ど
と
共
同

で
、
水
素
吸
蔵
合
金
タ
ン
ク
を
用

い
た
水
素
圧
縮
機
の
開
発
を
進
め

て
い
る
。
昨
年
秋
に
は
実
証
機
を

完
成
さ
せ
、
19
・
６
Ｍ
Pa
の
吐
出

圧
力
を
成
功
さ
せ
た
。
水
電
解
水

素
や
再
エ
ネ
由
来
水
素
の
充
填
設

備
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

の
採
用
を
目
指
し
開
発
を
急
ぐ
。

　

水
素
吸
蔵
合
金
（
Ｍ
Ｈ
）
と
は
、

水
素
原
子
が
金
属
結
晶
格
子
間
に

取
り
込
ま
れ
る
性
質
を
利
用
し
た

合
金
で
、
吸
熱
・
発
熱
反
応
で
水

素
を
出
し
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
Ｍ
Ｈ
を
充
填
し
た
Ｍ
Ｈ

タ
ン
ク
は
水
素
の
吸
蔵
圧
力
が
１

Ｍ
Pa
未
満
で
あ
り
、
吸
蔵
お
よ
び

放
出
す
る
際
の
温
度
も
５
～
30
℃

と
、
常
温
・
低
圧
で
水
素
を
貯
蔵
・

供
給
で
き
る
。
こ
の
吸
蔵
・
放
出

の
際
の
温
度
帯
は
合
金
の
種
類
に

よ
り
違
う
。

　

開
発
を
進
め
て
い
る
水
素
圧
縮

機
は
、
常
温
・
低
圧
で
水
素
を
吸

蔵
し
た
Ｍ
Ｈ
を
加
熱
す
る
と
、
吸

蔵
し
た
水
素
を
放
出
す
る
際
の
圧

力
が
上
が
っ
て
い
く
特
性
を
利
用

し
て
、
水
素
を
昇
圧
さ
せ
る
と
い

う
も
の
。
レ
シ
プ
ロ
型
や
ダ
イ
ア

フ
ラ
ム
型
と
い
っ
た
圧
縮
機
で
は
、

ピ
ス
ト
ン
の
往
復
運
動
を
用
い
る

よ
う
に
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

っ
て
昇
圧
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

同
圧
縮
機
は
、
温
度
変
化
（
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
を
使
っ
て
昇
圧
す
る

の
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
摺
動

部
を
持
た
な
い
た
め
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
を
抑
え
ら
れ
る
の
も
特
長

の
一
つ
だ
。

　

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
三
菱
化

工
機
が
独
自
で
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
、
神
戸
工
業
試
験
場
が

概
念
設
計
を
、
那
須
電
機
鉄
工
が

Ｍ
Ｈ
の
開
発
を
、ダ
イ
テ
ッ
ク（
愛

媛
県
西
条
市
）
が
実
証
機
製
作
、

広
島
大
学
と
一
般
社
団
法
人
の
四

国
産
業
・
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
が

技
術
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。

　

完
成
し
た
実
証
機
は
、
水
素
を

常
温
で
吸
蔵
し
た
Ｍ
Ｈ
タ
ン
ク
を

含
む
リ
ア
ク
タ
ー
を
熱
媒
に
よ
り

約
２
５
０
℃
ま
で
昇
温
す
る
こ
と

で
、
水
素
を
19
・
６
Ｍ
Pa
ま
で
昇

圧
し
、
次
サ
イ
ク
ル
で
冷
却
水
に

よ
り
リ
ア
ク
タ
ー
を
冷
却
、
再
度

水
素
を
吸
蔵
さ
せ
る
こ
と
で
、
水

実証機（写真提供：ハイトレック）

素
吸
蔵
・
昇
圧
の
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
す
設
計
に
し
て
お
り
、
Ｍ
Ｈ

タ
ン
ク
３
本
を
使
用
し
た
。
昨
年

に
は
、
ハ
イ
ト
レ
ッ
ク
（
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
品
研
究
試
験
セ
ン
タ

ー
）
で
、
50
サ
イ
ク
ル
の
水
素
昇

圧
サ
イ
ク
ル
試
験
を
実
施
、
吐
出

圧
力
19
・
６
Ｍ
Pa
を
達
成
す
る
と

共
に
、
１
Ｎ
㎥
／
ｈ
以
上
の
水
素

流
量
を
達
成
し
て
い
る
。

　

今
回
の
実
証
機
で
特
筆
す
べ
き

は
、
昇
圧
す
る
際
の
熱
媒
温
度
が

２
５
０
℃
と
な
っ
て
い
る
点
だ
。

廃
熱
等
の
利
用
が
で
き
、
運
転
費

低
減
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

実
証
機
が
完
成
し
た
こ
と
で
、

今
後
は
Ｍ
Ｈ
量
の
増
加
な
ど
に
よ

る
圧
縮
機
の
能
力
ア
ッ
プ
を
図
っ

19・６
Ｍ
Pa
の
吐
出
圧
力
に
成
功

水
素
吸
蔵
合
金
を
用
い
た
水
素
圧
縮
機
の
開
発
を

推
進
中

三菱化工機

て
い
く
と
と
も
に
、
国
の
実
証
試

験
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
く
構
え
だ
。

　

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
纏

め
る
三
菱
化
工
機
の
研
究
開
発
部

の
山
崎
明
良
部
長
は
「
世
界
的
な

脱
炭
素
化
の
流
れ
で
、
再
エ
ネ
由

来
水
素
や
水
電
解
水
素
と
い
っ
た

グ
リ
ー
ン
水
素
の
需
要
は
高
ま
る
。

こ
う
し
た
水
素
の
充
填
設
備
で
の

採
用
も
視
野
に
入
れ
開
発
し
て
い

る
。
ま
た
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
既
存
の
機
械
式
圧
縮
機

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
全
体
の
コ
ス
ト
低
減
も

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

早
期
の
商
用
化
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

吸蔵合金水素圧縮機の模式図


